
 

 

 

 

 

 

 

 

             

  ちっぽけな勇気 
           ＦＵＮＫＹ ＭＯＭＫＥＹ ＢＡＢＹＳ 
 

俺たちは まだちっぽけで 手のひらの中には 

この手のひらの中には 何もないけど 

雨に打たれ 風に吹かれ 

でもあきらめないから でもあきらめたくないから 

きっといつか何かをつかむんだ 

 

俺たちは まだちっぽけで 手のひらの中には 

この手のひらの中には 何もないけど 

雨に打たれ 風に吹かれ 

でもあきらめないから でもあきらめたくないから 

きっといつか何かをつかむんだ 

ねぇそうだろう？ ねぇそうだろう？ 

 

皆どこへ行っちゃったの？ 俺一人だけを取り残して 

神様できるなら もう一度無邪気なあの頃に戻して 

見えない未来が怖くて 周りの期待が怖くて 

ホコリまみれ古いアルバムの１ページへ逃げたくなるよ 

それでも それでも また始まる新しい朝 

このまま このまま 夜を待つのは悲しいから 

弱気で くじけそうになる夢を 

それがどんなにカッコ悪くても 

泣き虫なら泣き虫らしく 涙の雨をあびるんだ 

 

俺たちは まだちっぽけで 手のひらの中には 

この手のひらの中には 何もないけど 

雨に打たれ 風に吹かれ 

でもあきらめないから でもあきらめたくないから 

きっといつか何かをつかむんだ 

ねぇそうだろう？ ねぇそうだろう？ 

 

今現在やっている事が本当にやりたい事なの？ 

今現在やっている事が自分に向いてる事なの？ 

なんて後戻りとか立ち止まり 時には後ろを振り返り 

胸の中の迷いや葛藤に絡まっていく感情 

 

 

 

 

 

 

 

 

八王寺の南口から家までへの帰り道 

待ち遠しい友達と家族に いつでも会える道 

でも居心地がいいからって甘えて 

これでいいのかなって気持ち抱えて 

引っかかってんなら変えていこう 一歩ずつ前へと 

 

 

俺たちは まだちっぽけで 手のひらの中には 

この手のひらの中には 何もないけど 

雨に打たれ 風に吹かれ 

でもあきらめないから でもあきらめたくないから 

きっといつか何かをつかむんだ 

ねぇそうだろう？ ねぇそうだろう？ 

 

いつだって探していた 自分らしくいられる そんな場所を 

情けないほど小さな勇気と恥ずかしいくらいの大きな希望を 

胸に掲げて いつまでも 

 

俺たちはちっぽけなまま 

何もわからないけど 何ひとつわからないけど笑いあってた 

手をつないで 肩を組んで 

またあの河川敷で またいつかの河川敷で 

こんな歌を一緒に歌うんだ 

 

俺たちは まだちっぽけで 手のひらの中には 

この手のひらの中には 何もないけど 

雨に打たれ 風に吹かれ 

でもあきらめないから でもあきらめたくないから 

きっといつか何かをつかむんだ 

ねぇそうだろう？ ねぇそうだろう？ 
 

 

 

 

         

 

 

 

進路選択とは 

自己を見つめ、自己と語り合うこと 
◆新３年生の授業がスタートして一週間が過ぎた！今、君は

教室の机と椅子に座り、何を感じ・思い・考えていますか・・・。 

・○○さんと一緒になれてよかったぁ！ 

・学習に頑張るぞ！今年の私は昨年までの私とは違うぞ！ 

・あぁ！いよいよ３年かぁ受験しんどいよなぁ！ 

・みんなと共に頑張れるだろうか？･･･ 

・修学旅行が楽しみやなぁ･･･部活動も最終学年がんばろう 

様々な期待と不安が交錯している事でしょう。 

 

◆さて、進路選択って「単なる進路先＜企業・高校＞選び」

ではないのです。君たちが、進路選択のこの 1年間を通じて

身に付けなければならないことは、 
 

①『自分の可能性を信じて、未来の自分を創造する基礎力を

鍛え身につけること』 
 

②『人と協調しながら社会と調和して、生きていく基礎力を

鍛え身につけること』 
 

◆つまり、「進路選択」とは、単に知識を習得し、○○高校

に合格し、机と椅子（所属する場所）を獲得することだけで

はない。『進路選択』の過程を通して、あらたな自分自身を

発見したり、自らの生き方を模索したり・・・そう！ 
 

『自分自身を見つめ 自己と語り、 

            新しい自己を創造すること』 

にあります。 

 

◆このように「進路」をとらえると、進路選択は一生涯にわ

たり続くものかもしれませんね。学び、進路選択をし続ける

ことは、より良い自分を求め、夢や希望のある生き方を可能

にします。逆に言えば、様々な可能性のある生き方を創造す

るために「学び・進路選択」に取り組むのです。 

 

◆進路選択とは、まさに『自分という人間と真剣に向き合い 

始める 15歳の転機』なんだ！ 

どんな人間になりたいのか？どんなライフスタイルを願う

のか？自分の心と語り合ってみれば･･･  

   ﾌｧﾝｷｰﾓﾝｷｰﾍﾞｲﾋﾞｰ「ちっぽけな勇気」いいねぇ 

まぁ、自分を信じる勇気がなく、僕は絵描きの道を諦めたの

で偉そうなことは言えないけどね。 

 

   『目標が、その日、その日を支配する』 

 

僕は、夢という言葉は使いません、小さな目標の積み重ねが、

未来を創っていくから・・・ 

                  松坂 大輔 

今の入学者選抜システム

が導入されてから 6 年が

経った。 殿馬場の過去

6 年間の公立・私学の進

路集計も掲載した。 

先輩たちの夢に続け！！ 
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